
展示物用机配置図 

  机総数：48脚 椅子：10脚（2脚は来客用）白シ－ツ（2630mm×1600mm）数：13枚使用（7枚予備） 
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白シ－ツ内訳（鈴鹿高専寮より貸出総数 20枚） 

窓側机用…1枚（黄ばみ有シミ無使用） 

後側机用…2枚（黄ばみ有シミ無使用） 

廊下側机用…4枚（黄ばみ有シミ無使用） 

展示台用（１列に２枚使用）…4枚（白シミ無 3枚・白シミ有 1枚使用） 

衝立用…1枚（白シミ有使用） 

解説員机用…１枚（黄ばみ有シミ無使用） 

 計 13枚 

予備シ－ツ…黄ばみ有シミ無 1枚・黄ばみ有シミ有 5枚・使用不可能１枚：計 7枚  

 

展示台の置き方 

机 11脚を、400mm 方向を前面になるように 2列並べるが、列の間隔を 100mm 程度空けて、白シ－ツを各々の列にかけて机に両面接着で

数カ所止める。空けた空間に展示表示パネルを両方にまたがる様に、前側と後側に配置する。 

 

各展示用キャプションパネル 

展示物の前の白シ－ツに両面接着で軽く止める。撤収の時は、外したキャプションパネルの両面接着位置にティッシュを貼って、他の物とくっ

つくのを避けること。（山岳フォーラムで使用の時は、別の場所に両面接着を貼って使用する） 


